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　日本労働者協同組合連合会及びセンター
事業団の年次総会、総代会に際しAARPから
挨拶とご祝辞を送ります。AARPは、労働者
協同組合法の制定を支援し、青年、女性、失
業者、障害者のために職場を創出し、子供た
ちと高齢者の生活の質を向上させるあなた
方の努力に敬意を表します。

　私はAARPの新会長として、50歳以上の
方々の権利擁護活動及び情報ソースとして
AARPが一貫して関与してきた役割を前進
させるために尽力する所存です。健康と家
計の安全はAARPの二大優先課題です。

私どもは、メディケアつまり 65歳以上の
健康保険プログラムによる処方箋薬に給付
金を与える最近可決された法律の促進のた
めに、奮闘し続ける決意です。私の任期中
に、AARPは合衆国社会保障制度の支払能力
保証をめぐる全米討議に、今後も積極的に
参加し続けていくつもりです。力を合わせ
ることで、当該プログラムをもっとましな
ものにする力を、人々は持つからです。

AARP及び日本労働者協同組合連合会双
方の事業は、あらゆる年齢階層の人々の生
活を促進し、世代間に理解と協同の橋を架
けることに資するものです。AARPは、日本
の全市民の福祉にあなた方が引き続いて積
極的に関与していることに、惜しみない拍
手を送ります。あなた方がすべての目的を
引き続いて達成されることを祈念するもの

です。


